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りproliferating cell nuclear antigen(PCNA)抗体とglutathione S-transferase（GST-P）
の発現量を検討した。  
 
結 果 
 DEN投与群（G2）の肝体重比は、肝腫瘍形成を反映して10週および14週で増加したが、ク
ルクミン投与（G3）およびカフェイン投与（G4）では低下する傾向を認めた。血清AST値は、
14週でクルクミン投与（G3）およびカフェイン投与（G4）で有意に低下した。これらの結
果は、クルクミンとカフェインがDENによる肝障害や肝発癌を抑制することを示唆していた。 
DEN投与群（G2）では、10週さらに14週で肉眼的に増大する肝白色結節を認めた。これに
 3
対してカフェイン投与群（G4）では、14週でG2に比べて肉眼的に有意に肝白色結節が減少
していた。 
免疫組織化学染色において、PCNA陽性細胞数はDEN投与群（G2）では経時的に増加したが、
カフェイン投与群（G4）では10週および14週、クルクミン投与群（G3）では14週でG2に比
べて有意に減少した。これらはWestern blot法による検討でも同様の結果であった。 
免疫組織化学染色とWestern blot法によりGST-P陽性細胞の発現を検討した結果、DEN投
与群（G2）では経時的にGST-P陽性細胞数が増加した。一方、カフェイン投与群では、10
週でG2に比べて有意にGST-P陽性細胞数が減少し、14週でもその傾向を認めた。一方、クル
クミン投与群（G3）では10週、14週ともにGST-P陽性細胞数の明らかな抑制効果を認めなか
った。以上の結果から、クルクミンと比較するとカフェインがより強くラットにおけるDEN
肝発癌を抑制することが示された。 
 
考 察 
本研究では、ラットを用いた肝発癌モデルを用いてカフェインとクルクミンによる肝発
癌抑制効果を検討した。その結果、カフェインはクルクミンと比較してより強く肝発癌を
抑制することが示された。今後は、クルクミンとカフェインによる肝発癌抑制効果の作用
機序をさらに検討することや、ヒトでの至適投与量や肝発癌抑制効果を検討する必要があ
る。 
 
結 論 
 DEN肝発癌ラットモデルで、カフェインは、クルクミンと比較してより強力に肝発癌を抑
制することが示された。 
 
 
 
 
 
 
